
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年６月２６日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、パキスタンのカシミール出身のムスリム、インドのパンジャーブ出身のシク教徒、

スリランカのタミル人移民の政治動向を宗教との関係から分析した。現地調査を行った結果、

ディアスポラ・コミュニティのアイデンティティ形成、宗教施設の利用目的および方法、政治

活動などの面において、きわめて多様な様相を示すことが明らかとなった。変数ととらえられ

るものとしては、本国での紛争の争点、移民の歴史の長さ、ディアスポラ人口の大きさ、紛争

終結後の本国および国際社会の動向、ホスト国の移民政策、マイノリティ政策、そしてグロー

バル化が挙げられる。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 This study has analyzed the political activities of three South Asian diaspora 
communities, namely the Kashmiri Muslims, the Sikhs and the Sri Lankan Tamils, with a 
special attention to the role of religion. The ethnic identity, the use of religious 
institutions and political activities in both their host and home countries vary among 
the three communities. Main variables are considered to be the characteristics of the 
ethnic conflict in their home country, the nature of religion, immigration and minority 
policies of the host country, the efforts of the host country and the international 
community to reconstruct the conflict affected region and the impact of globalization. 
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度にはグローバル化に伴うディアスポラと
本国のエスニック紛争との関わりを研究し
た。その結果、本国のエスニック紛争へのデ
ィアスポラの関わり方は多様であり、B.アン
ダーソンの言う「遠隔地ナショナリズム」と
いった概念でくくることはできないことが
明らかとなった。 

欧米、特にアメリカ、カナダ、英国に住む
南アジア系移民は、近年急速に経済力をつけ、
社会的地位を向上させてきた。彼らの多くは
政界に進出したり、ロビー活動を行うなど、
移住先の国（ホスト国）での政治活動を活発
化させたのみならず、グローバル化の進展と
ともに、本国の政治にも多大なる影響力を行
使するようになった。他方、こうした主流か
らはずれた人間の中にはテロ活動に関係す
る人間も現れた。概してディアスポラは自ら
の生活を守るために、直接・間接的に政治的
関心が高い層が多いことも明らかとなった。 
政治活動を効果的に行うためには、ディア

スポラの多数を政治動員する必要があるが、
宗教を基盤としたアイデンティティを強く
持っている南アジア系移民の場合、動員の際
に宗教が重要な役割を果たすことが多い。 

以上のような認識から、本研究は、南アジ
ア系移民の政治活動における宗教の役割を
解明することとした。 
 
１． 研究の目的 
 本研究は、北米およびイギリス在住で、イ
ンドのパンジャーブ州出身のシク教徒、パキ
スタンのカシミール地方出身のイスラーム
教徒、スリランカ出身のタミル人のヒンドゥ
ー教徒の政治動向を宗教との関係から解明
することを目的とした。 

具体的には、第１に、移民した時期、ホス
ト国での経済的・社会的地位の差によりディ
アスポラの態度が大きく異なることに着目
し、それらを変数・関数ととらえて、その関
係性に一定の規則性が見いだされるかを分
析することである。 
 第２の課題は、グローバル化とディアスポ
ラの行動様式の関係である。グローバル化の
進展とともに、特定のエスニック・グループ
のネットワーク化が進んでおり、それに伴っ
てアイデンティティの変化も起こっている。
その実態を明らかにすることが第２の目的
であった。 
 第３に、研究の直接の対象地域は、北米、
とイギリスであるが、それらの国におけるデ
ィアスポラの状況を相対的に位置づけるた
めに、他の地域との比較を行うことも重要な
課題であった。 
 第４に、ホスト国の政策の変化を分析する。
それまで多文化主義を推進していたカナダ
や、各エスニック・コミュニティにかなりの
自由を与えてきたイギリスも、9.11 同時多発

テロ以降、その政策の転換を迫られるように
なった。ホスト国の政策自体がどのように変
化したか、そしてその政策の変化がエスニッ
ク・コミュニティにどのような影響を及ぼし
たかを考察することが重要であるとの認識
を共有していた。 
 
２． 研究の方法 
 研究の方法は、第１に先行研究を整理し、
我々の研究を先行研究との関係で位置づけ
ることである。南アジア系ディアスポラ研究
自体は膨大な量に及ぶが、宗教との関係で扱
っているものはほとんどない。そのため、南
アジア系ディアスポラ研究、南アジアにおけ
る宗教と政治の関係、一般のディアスポラと
宗教といった関連の研究を通じて、本研究の
参考とすることとした。 
 第２に、本研究の特徴である現地調査であ
る。イギリス、カナダにおける宗教施設の調
査とインタビュー、また地域の福祉・教育政
策を行っている施設の調査および担当者の
インタビューを行うことである。なお、2009
年 5月にスリランカの内戦が終結したために、
それまでは困難であった現地調査が可能と
なった。 
 以上の方法で入手した資料を整理し、３つ
のコミュニティごとにディアスポラの政治
とのかかわり、そこにおける宗教の役割をま
とめ、その上で、３者の比較を行うこととし
た。 

 
３． 研究成果 
 研究は資料を収集し、それを共有すること
から始め、海外現地調査によって３つのエス
ニック・コミュニティの状況認識、アイデン
ティティの変化、政治的関心、戦略および最
新の動向を把握することとした。年平均４回
の研究会で情報を共有するとともに共同で
現地調査を行い、そこで得た資料や情報を基
に議論を重ねた。 
 現地調査は、イギリス 2 回、カナダ 1 回、
それに比較の目的で最も古い移民を抱える
南アフリカと最近の移民の目的地として重
要性を増しつつあるオーストラリアで行っ
た。なお、スリランカ・タミルについての調
査は、本国での紛争が政府による武力制圧と
いう形で一応の決着を見たために、以前に比
べ比較的容易になった。 
 これらの調査研究の結果得た知見は以下
の通りである。 
⑴ 3 つのエスニック・コミュニティのアイ

デンティティと宗教： 
① タミル人ディアスポラのアイデンテ

ィティ形成における宗教の役割はほ
とんどない。紛争の発端から言語問
題の方が重要であり、現在に至るま
で宗教が果たした役割は極めて小さ



 

 

い。 
② シク教徒ディアスポラは、本国の紛

争によって強められてきた。1984 年
のインド政府によるブルースター作
戦以降、ディアスポラの中でもター
バンを巻き、髭を生やす人間が増え
た。またグルドワラ（シク寺院）が
コミュニティ形成に果たす役割は極
めて大きい。 

③ カシミール・ディアスポラは、イン
ド国内のカシミール紛争、9.11 事件
などを通して宗教がより強調される
ようになってきている。その際、イ
スラーム教徒としてのアイデンティ
ティは、カシミール・ムスリムから
グローバル・ムスリムへと変容して
きている。その背後には、9.11 事件
やその後のホスト国（イギリス）の
政策、グローバルなイスラームのテ
ロの問題がある。 

⑵ 宗教施設の役割： 
① タミル・ディアスポラは、宗教施設

を政治的に利用することはほとんど
なく、地域社会の福祉施設やコミュ
ニティ・センターなどが活動の場と
なっている。 

② シク教徒にとって宗教施設は極めて
重要である。しかし、宗教施設は必
ずしも宗教目的ではなく、教育、福
祉の目的で多く利用されている。た
だし、本国の紛争絡みでの献金など
にも使われている。 

③ カシミール・ムスリムの利用するモ
スクは宗教の性質上、すべてのムス
リムに開放されているため、カシミ
ール紛争との関係で直接的に利用さ
れることはない。むしろグローバ
ル・ムスリムのアイデンティティを
強める場を提供している。 

 以上の観察から、宗教とエスニック・コミ
ュニティの関係は多様であり、一概に宗教施
設を利用したディアスポラ動員といった結
論は危険であることが明らかとなった。 
 
⑶ ホスト国の政策転換とディアスポラの政

治活動：ホスト国の移民政策、マイノリ
ティ政策が多文化主義の見直しに転換し
つつある中、ディアスポラの政治行動も
対応を迫られている。 
① タミル・コミュニティは、本国（ス

リランカ）での紛争終結に伴い、本
国のタミル人居住地の復興へと政策
を転換しつつある。その際、タミル
人ディアスポラが有する資源は貴重
となる。 

② シク教徒は、ホスト国での露骨な過
激グループの支援は自らの生活の維

持にも障害となること、インドの国
際的地位の向上に伴い、インド政府
に真向から敵対することのコストの
高さから、本国での紛争への支援は
より間接的なものへと変わりつつあ
る。一方、本国のシク教徒の多くは、
パンジャーブ州およびインド国家へ
の期待を減少させ、自らが国外脱出
することを目標としている。移民先
としては、カナダ、オーストラリア
が有力候補である。 

③ ムスリムの政治活動は 9.11 同時多
発テロ後困難になってきた。その状
況下で、自らの生活確保を目指す者
と、グローバルなイスラーム運動（テ
ロ活動を含む）へと向かう者が現れ
ている。 

 以上の観察により、本国に紛争を抱えてい
るエスニック・グループの動向の多様性が浮
き彫りにされた。現在これらの観察に基づく
論文を各自執筆中である。最終的には単行本
としてまとめる計画である。 
 
⑷ 他地域との比較：最も古い南アジア系移

民を抱える南アフリカと最近のインドか
らの移民の目的地として重要性を増して
いるオーストラリアとの比較 
① 南アフリカは奴隷制度が廃止された

後の労働力の不足を補う必要性から
インド各地の低カースト出身者を中
心に「契約労働者」として、イギリ
スが半強制的に移民させた人間の子
孫が中心であるが、南アフリカのア
パルトヘイト政策により国自体が孤
立していたこともあって、南アフリ
カのディアスポラは本国との関係は
完全に断絶している。しかし、南ア
での彼らの生活は白人と黒人に挟ま
れて常に厳しく、現在では再移民す
らも考慮するようになった。それで
もインドへの帰還はオプションには
なく、オーストラリアなどが最有力
候補である。 

② 本国との関係をほぼ完全に断ち切ら
れた南アの旧英領インドからの移民
は、印パ分離独立の影響をほとんど
受けていない。パキスタンを母国と
認識するディアスポラは存在せず、
宗教は重要とは認識されていない。
人種が宗教に優先する状態である。 

③ オーストラリアは近年インドからの
移民先としては人気が高いが、近年
インド人移民が攻撃を受ける事件が
発生している。両国間の外交問題に
も発展しているが、実情としては、
経済・社会的要因の方が、出身地の
問題よりもはるかに重要である。 



 

 

⑸ 暫定的結論： 
① 南アジア系ディアスポラのアイデン

ティティ形成における宗教の役割は、
本国での紛争の争点によって大きく
異なる. 

② 宗教の特性―国家と宗教の関係、地
理的要因など―によって、ディアス
ポラの政治活動における宗教の意味
が異なる。 

③ 本国の紛争地域の復興に対する姿勢
はシク教徒とタミル人では大きく異
なるが、それは移民の歴史の長さ、
ディアスポラ人口の大きさとネット
ワーク、紛争終結後の本国および国
際社会の動向によるところが大きい
と考えられる。 

④ ホスト国の移民政策、マイノリティ
政策によってディアスポラの政治行
動は大きく左右される。 

⑤ グローバル化の影響を最も強く受け
ているのはカシミール・ムスリムで
ある。 
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